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中
国
新
聞
社
刊
の
単
行
本
「
移

民
」
　
（
一
九
九
二
年
）
を
読
ん
だ
。

身
一
つ
で
海
を
渡
っ
て
異
境
に
根

を
下
ろ
し
た
人
々
が
、
想
像
を
絶

す
る
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
。
全
国

屈
指
の
移
民
県
で
あ
る
広
島
生
ま

れ
の
一
人
と
し
て
、
何
か
一
緒
に

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
っ

た
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
現
在
、
中
南
米
で

次
の
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
て
い
る
。
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
の

青
少
年
育
成
・
エ
イ
ズ
予
防
教

育
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
薬
局
運
営

支
援
、
ベ
ル
ー
で
は
住
民
の
保
健

活
動
支
援
、
ボ
リ
ビ
ア
で
は
救
急

救
命
医
（
士
）
研
修
な
ど
で
あ
る
。

　
○
　
Ｏ
　
Ｏ

　
中
南
米
で
は
自
然
災
害
が
頻
発

す
る
。
九
八
年
に
は
ハ
リ
ケ
ー
ン

が
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
と
二
カ
ラ
グ
ア

な
ど
を
襲
い
、
死
者
・
行
方
不
明

者
一
万
八
千
人
以
上
を
出
し
た
。

緊
急
救
援
活
動
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、

本
部
と
沖
縄
県
支
部
、
カ
ナ
ダ
、

に
よ
る
救
援
チ
ー
ム
と
物
品
の
迅
縄
は
日
本
で
唯
一
の
血
縁
共
同
体

連
な
入
国
の
み
な
ら
ず
、
大
使
公
社
会
で
あ
る
か
ら
だ
。
世
界
の
八

邸
へ
の
宿
伯
な
ど
便
宜
供
与
に
は
割
は
血
縁
共
同
体
社
会
で
あ
る
。

感
謝
の
み
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
そ
の
特
徴
は
「
近
い
他
人
よ
り
遠

　
ヤ
マ
ニ
ハ
医
師
は
沖
縄
県
移
民
い
親
類
」
で
あ
る
。

二
世
で
あ
る
。
沖
縄
県
支
部
は
中

南
米
の
災
害
救
援
に
は
必
ず
医
療
　
　

○
　
Ｏ
　
Ｏ

ベ
ル
ー
そ
し
て
ボ
リ
ビ
ア
の
各
支
従
事
者
を
派
遣
し
て
く
れ
る
。
二
　
今
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
（
ブ
リ
ッ
ク

部
か
ら
編
成
さ
れ
た
多
国
籍
医
師
Ｏ
Ｏ
五
年
十
月
に
死
者
・
行
方
不
ス
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン

団
を
派
遣
し
た
。
日
本
政
府
も
、
明
者
千
五
百
十
三
人
、
被
災
者
約
ド
、
中
国
の
四
力
国
の
頭
文
字
を

自
衛
隊
と
し
て
初
の
災
害
救
援
に
。
四
十
七
万
五
千
人
を
出
し
た
グ
ア
と
っ
た
造
語
）
の
時
代
と
言
わ
れ
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沖
縄
に
は
、
移
民
を
通
じ
た
中
南
　
③
で
言
え
ば
、
日
本
は
介
護
保

米
と
の
太
く
て
活
用
可
能
な
チ
ャ
険
制
度
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
六
年

ン
ネ
ル
が
あ
る
。
地
方
か
ら
世
界
余
り
の
実
績
を
積
み
重
ね
た
。
一

へ
直
接
発
信
し
て
い
く
上
で
、
現
方
、
中
南
米
の
高
齢
者
の
移
民
に

地
に
根
付
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
は
介
護
な
ど
の
福
祉
の
手
が
必
要

で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
移
民
の
方
で
あ
る
。
広
島
県
移
民
の
師
弟
を

々
は
「
公
共
財
産
」
と
言
っ
て
も

差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
公
共
財
産
を
名
実
と
も
に
生
か

す
た
め
に
は
、
非
血
縁
共
同
体
社

会
で
あ
る
広
島
県
も
、
「
近
い
他

遠
く
の
親
類
と
手
携
え
て

公
共
財

と
し
て
の
移
民

て
い
る
。
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
人
と
同
様
に
遠
い
親
類
も
大
切
」

優
先
的
に
学
生
と
し
て
迎
え
、
血

縁
共
同
体
社
会
に
育
っ
た
彼
ら
を

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
介
護
福
祉

な
ど
の
教
育
現
場
に
通
わ
せ
る
の

は
ど
う
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
提
案
を
し
た
い
。
私
が

講
師
を
し
て
い
る
県
立
広
島
大

が
、
中
南
米
の
広
島
県
移
民
に
と

っ
て
教
育
面
で
の
母
国
の
ラ
ン
ド

タ
ワ
ー
に
な
る
こ
と
を
。
そ
し
て
、

る
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
広
島
県
移
民
の
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
常
に
発
信
す
る
中
国
新
聞
の
週
末
の
Ｉ
ペ
ー
ジ

存
在
感
と
影
響
力
は
圧
倒
的
で
あ
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
具
体
的
に
を
、
読
者
と
世
界
の
広
島
県
移
民

二
百
人
を
派
遣
し
、
日
本
大
使
館
テ
マ
ラ
の
豪
雨
・
地
滑
り
被
災
者
る
。
日
系
移
民
も
第
二
、
第
三
世
は
①
海
外
移
民
の
広
島
県
人
会
会
と
の
相
互
信
頼
醸
成
に
用
い
る
こ

は
手
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　
そ
ん
な
折
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
世
話

を
し
て
く
れ
た
の
は
駐
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
・
ペ
ル
ー
ー
大
使
の
ビ
ク
ト
ル

山
本
氏
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ペ
ル
ー
支
部

長
で
あ
る
ヤ
マ
ニ
ハ
医
師
の
友
人

で
小
児
科
医
で
あ
る
。
大
使
特
権

救
援
活
動
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
グ
ア
テ
マ
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
日
本
長
を
大
使
と
す
る
常
設
機
関
を
県
と
を
。
メ
デ
ィ
ア
の
鰻
大
の
公
共

ラ
事
務
所
の
三
沢
吉
孝
所
長
に
温

か
い
配
慮
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

同
沖
縄
県
支
部
と
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス

支
部
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師
団

が
活
動
し
た
。

　
な
ぜ
沖
縄
県
支
部
な
の
か
。
沖

が
単
な
る
出
稼
ぎ
の
場
に
な
る
の
庁
内
に
設
置
す
る
②
広
島
県
移
民
性
は
「
人
と
人
の
連
帯
の
剔
出
」

は
寂
し
す
ぎ
る
。

　
将
来
、
道
州
制
に
移
行
す
れ
ば
、

地
域
間
競
争
と
と
も
に
擬
似
国
家

と
し
て
直
接
に
海
外
と
の
交
流
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
の
点
、
広
島
と

青
少
年
育
成
奨
学
金
を
県
民
の
募
に
あ
る
か
ら
。
な
お
、
「
困
っ
た

金
で
創
設
す
る
③
日
本
の
平
均
寿
時
に
助
け
て
く
れ
る
の
が
真
の

命
世
界
一
と
い
う
光
と
影
の
恩
恵
友
」
を
実
践
さ
れ
る
緊
急
人
道
支

を
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
共
有
援
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
用
を
。
喜

す
る
！
が
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
ん
で
連
携
し
た
い
。
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